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あらまし：生徒が協働で課題を統計的に解決する活動を行う授業（PBL）を行った。この授業では、グル

ープに電子カードとそのカードを自由に結びつけることができるロイロノートを用いることにした。生

徒の思考活動を妨げることなく発表まで行えた。更に、Skypeを用いて、遠方の研究者と結び、生徒の発

表に対して、統計の実務家としての観点から意見を求めた。その結果、生徒は新たな視点を得て、課題を

深める活動を行えた。 
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1. はじめに 

統計に関する教育は、中学校では現在は「資料の

活用」（1）として扱われ、新学習指導要領では「デー

タの活用」（2）と改名して扱われる。改訂では、特に、

「主体的・対話的で深い学び」を重視し、統計本来

の実学的要素を学ばせることに主眼が置かれている。

単に記述統計の知識・技能を学ぶだけでなく、問題、

資料の収集・処理し、傾向をとらえ説明するという

一連の統計的問題解決のプロセス（PPDAC）（2）を学

び、資料の傾向をとらえ、説明することで、その傾

向を読み取ることができるようにすることが求めら

れている。すなわち、まさに PBL の実践と同じこと

が教室内で求められるようになっている。 

しかしながら、通常授業で統計の学習を PBL 形式

に則って行う場合、次の 2 つが課題となる。 

1）時間的制約が大きい 

2）生徒の出した結論から、更なる活動を引き起こ

させる仕組みが必要になる 

 1）については、中学の１時限の時間が 50 分であ

り、授業コマ数も PBL として扱えるのは 2，3 時間

が限度である。前者は生徒の思考・活動を大きく制

限してしまうし、後者は PBL 活動において PPDAC

サイクルを体験させるためには、生徒の思考活動に

焦点化（3）することが必要になってくることを意味し

ている。 

 2）については、多くの授業の活動で生じているこ

とではあるが、生徒が活動をまとめて、それを発表

することで、学習の終わりにしていることでは PBL

実践としては弱いということである。PBL では発表

で課題としたことをより深める学習、発表をふりか

えるり、更に結論を精緻化していくための活動が必

要である。このための動機付けが必要となってくる。 

本稿では、これらの問題を解決するために中学校

1 年生に行った実践事例について報告する。 

 

2. 時間的制約を図るための ICT 利用 

1)の課題を解決するために、思考の分断を少しで

も減少させるものとしては思考の記録が考えられる。

また、総コマ数が少ない問題としては時間の効率的

な使用が考えられる。 

統計を用いた PBL の授業では、時間が掛かるもの

として、「生徒の思考時間」、「計算時間」、「表現時間」

が考えられる。「生徒の思考時間」はできるだけ多く

確保するためには、「計算時間」、「表現時間」を短縮

することが求められる。 

 2 つの副問題を解決する手段として、ICT の利用

を考えた。ICT は特長としては、「距離、時間を問わ

ずに情報の相互のやり取りが可能、蓄積した情報を

自由に加工・編集・分析・表示することが可能」（4）

であることから、思考の分断や議論の分断が記録と

して残っていることで、多少なりとも改善が図られ

ることが期待出来る。また、計算時間や表現時間も

ツールの使用により改善は期待出来る。具体的に今

回の授業では、各グループに iPad Air２台、アプリと

してロイロノート、MyScript Calculator を用意した。 

 ロイロノートは生徒への資料提示と生徒がその資

料を加工、編集し、発表に用いるためである。

MyScript Calculator は、計算を容易に行うためにであ

る。両者とも直観的な操作体系で、手書きでの入力

ができることが大きい。生徒の思考活動を邪魔する

ことがなく、支援することに徹する。また、アプリ

の操作のための時間を割く必要がないことは、限ら

れた時間の中での授業の設計には、多いなる貢献で

ある。 

  

3. 更なる活動を引き起こさせる仕組み 
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授業では、生徒たちが自発的に問題解決を行い、

その結果をまとめ、発表を行う。教師は、この発表

に対して、解決の方法の妥当性、推論の妥当性、結

論の妥当性、過去の視点、得られた視点、新たな視

点などについての質問を投げかけ、生徒たちの思考

を活性化しようと試みる。しかしながら、生徒たち

にとっては、「いつもの授業」として受け取られやす

く、なぜそう考えるのかなど浸透しないこともある

のが実情である。また本質的に、統計に関しては、

文脈や課題設定、解決の方法、推論の妥当性に関し

ては、多くの専門的知識が必要になってくる。これ

は教師では出来ないことである。しかしながら、授

業に毎回専門家を連れてくることは現実的に不可能

である。 

 そこで、専門家とのコラボレーションを、インタ

ーネットを用いて（Skype）授業の様子を流し、特に

生徒の発表後にコメントを入れることを行った。こ

れならば、生徒にとっては専門家の前で発表すると

いう別の体験になるし、専門家の指摘に対して、生

徒は考えざるを得ない状況になる。 

 さらに、生徒たちの活動を活発にするために、一

つの課題に対して多くの資料を用いて考察する授業

法（One problem with Various data Method）を用いて、

生徒が専門家から指摘を受け、その指摘に反応出来

る素地を作っておく。（5） 

 

4. 授業の実際 

 授業は以下のように行った。 

〇授業名等：『過去から未来を考える（データ）Ⅰ・

Ⅱ』国立大学附属中学校１年生 参加人数：３７人 

〇実施日：2014年 10月 25日（Ⅰ60分＋Ⅱ60分） 

〇実施内容：奈良市の降水について、年々増加して

いるという記事についての是非を問う課題 1（表 2

参照）を基にして、グループ別に渡された資料を基

に判断を行い（課題 2）、それをまとめて発表をする。

発表後の専門家の意見を聞き、更にその結論を再検  

表 1．授業の展開 

表 2．課題１ 

次のような記事が出ました。 

2013 年の奈良市の雨の日は，106 日でし

た。これは，平年より１４日少なくなってい

ます。雨の日は年々少なくなる傾向にあり

ます。 

この記事は本当かな？ 

討し、発表を行う（課題 3）。 

 

5. PBL 授業での ICT を用いることの意義 

MyScript Calculator を用いることで、計算時間を短

縮できた。また、ロイロノートを用いることで、示

された資料を手書きで加工（図 1 参照）でき、さら

に断続的になりやすい活動に対しても速やかに生徒

たちは復帰出来た。結果、生徒たちは資料を基にし

て、資料の解釈に多くの時間を割くことができた。   

図 1． 生徒の発表時のグラフ 

 
また、Skype 参加を専門家にしてもらうことで、

PBL としての意義を持つことができ、かつ専門家か

らも負担が少ないことが確認できた。 

 

6. 今後の課題 

 中学校の統計教育においても、ICT を用いること

で PBL を行うことが可能であることを示せた。実践

レベルで ICT を活用し、PBL が行える中学校の数学

教師は少ない。多くの数学の教師が、生徒が ICT を

活用して PBL を行えるようになるためのワンスト

ップ教育ツールの作成が必要であると考える。 
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① 課題１の提示・共有 

② 課題１の補題の提示 

 ①を行うために必要な考えを出し合う（生徒の

素朴な概念を表出させる）   

③ 課題２ 課題１を示された資料を基に検討 

     ICT 活用  

④ ③の結果をグループ毎に発表する 

     ICT 活用・専門家からの意見 

⑤ 課題３ 全ての資料をグループに提示して、

それを基にして再度検討を行う。 ICT 活用 

⑥ ⑤の結果を，各グループが発表し，学級で共有

する。  ICT 活用 
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